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日
本
語
版
の
出
版
に
よ
せ
て

古
代
ロ
ー
マ
の
神
話
に
登
場
す
る
神
ヤ
ヌ
ス
は
二
つ
の
顔
を
持

っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
過
去
に
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
未
来
を
向
い
て

い
た
と
い
う
。
原
子
力
も
、
い
わ
ば
二
つ
の
顔
を
持
っ
た
現
代
の
ヤ
ヌ
ス
で
あ
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
巨
大
な
力
は
、
人
類
に
悲
劇
を
も

た
ら
す
可
能
性
と
恩
恵
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
内
乞
し
て
い
る
。
二

O
世
紀
の
は
じ
め
、
つ
ま
り
原
子
力
の
世
紀
の
幕
開
に
、
偉
大
な
る

ア
i
ネ
ス
ト
・
ル

l
サ

l
フ
ォ

ー
ル
ド
を
含
む
多
く
の
物
理
学
者
が
、
原
子
物
理
学
の
分
野
に
お
け
る
歴
史
的
な
発
見
の
実
用
化
の
可
能
性

に
関
し
て
、
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
た
の
は
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
発
見
の
運
命
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
科
学
者
で
あ
る
ウ
ラ
ジ

、
l
ル
・
ベ
ル
ナ
ッ
ツ
キ
ー
が
ま
さ
に
予
言
し
て
い
る
。
彼
は
、

一
九
二
四
年
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
我
々
人
類
は
、
過
去
の
い
か
な
る
発
見
と
も
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
社
会
的
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。
人
類
が
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
時
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
類
の
生
活
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
す
る
源
と
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
類
は
こ
の
力
を
利
用
し
、
破
壊
で
は
な
く
繁
栄
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
人
類
は
、

科
学
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
の
力
を
利
用
で
き
る
ほ
ど
賢
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?
」

五
十
年
以
上
が
過
ぎ
た
今
も
、
世
界
は
広
島
と
長
崎
の
原
子
爆
弾
の
恐
怖
に
お
の
の
い
て
い
る
。

一
九
四
五
年
の
核
兵
器
の
残
酷
な
使
用

と
犠
牲
者
の
悲
劇
は
、
永
遠
に
人
類
の
癒
さ
れ
な
い
傷
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
来
四
十
年
以
上
も
の
問
、
原
子
力

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
人
類
へ
も
核
兵
器
開
発
と
い
う
暴
挙
の
中
用
い
ら
れ
て
き
た
。
特
に
高
度
に
発
達
し
た
日
本
の
原
子
力
産
業
は
、
こ
の
よ
い
見

本
で
あ
る
。
人
類
と
自
然
環
境
の
た
め
に
原
子
力
の
安
全
利
用
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
原
子
力
の
進
歩
と
社
会
へ
の
応
用
の
た
め
の
基

本
的
な
条
件
で
あ
る
。
こ
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
他
の
い
か
な
る
現
代
の
産
業
技
術
に
お
い
て
も
、
安
全
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。



一
九
八
六
年
四
月
二
十
六
日
未
明
発
生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
の
爆
発
事
故
は
、
設
計
、
建
設
、
設
備
そ
し
て
専
門
的

調
査
を
含
む
原
子
力
発
電
所
の
全
て
の
面
に
お
け
る
安
全
の
徹
底
と
放
射
線
防
護
の
必
要
性
を
軽
視
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
見
せ
付
け
た
悲

劇
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲
劇
は
複
雑
な
状
況
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
人
的
要
因
の
役
割
の
重
要
性
を
示
し
た
最
初

の
大
事
故
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
復
旧
作
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
経
験
、
事
故
後
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
客
観

的
な
分
析
、
そ
し
て
そ
の
後
の
結
論
と
勧
告
は
、
科
学
者
や
専
門
家
の
国
際
的
組
織
や
、
こ
の
問
題
の
客
観
的
な
情
報
に
関
係
し
た
人
々
の

た
め
に
非
常
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

原
語
版
は
、
一
九
九
四
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
六
年
に
は
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
は
第
一
版
の
英
語

版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
今
後
更
に
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
版
な
ど
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
回
出

版
さ
れ
る
日
本
語
版
は
、
英
語
版
を
邦
訳
し
た
後
、
ロ
シ
ア
語
第
二
版
に
お
け
る
変
更
部
分
を
加
筆

・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
に
と
り
旧
ソ
連
邦
の
放
射
線
医
学
の
邦
訳
が
長
崎
ヒ
パ
ク
シ
ャ
医
療
国
際
協
力
会
の
御
支
援
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
名
誉
な
こ

と
で
あ
る
。
私
個
人
は
、
長
年
に
わ
た
り
放
射
線
医
学
お
よ
び
放
射
線
防
護
学
の
分
野
に
お
い
て
日
本
の
科
学
者
や
専
門
家
と
共
に
仕
事
を

行
な
え
た
こ
と
に
、
非
常
に
満
足
し
感
謝
し
て
い
る
。
す
で
に
本
文
中
で
こ
の
点
は
言
及
し
て
い
る
が
、
重
ね
て
日
本
の
友
人
達
に
感
謝
の

意
を
表
し
序
文
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
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巻

頭

恐
ら
く
世
界
の
誰
も
が
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
田
舎
町
の
名
前
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
八
六
年
四
月

二
十
六
日
未
明
に
発
生
し
た
あ
の
原
子
力
発
電
所
事
故
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
片
隅
に
あ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
呼
ば
れ
る
町

の
郊
外
に
、
同
名
の
原
子
力
発
電
所
が
四
基
稼
動
し
て
お
り
、
そ
の
第
四
号
炉
が
爆
発
し
て
大
量
の
放
射
能
汚
染
を
ひ
き
起
こ
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
中
を
震
掘
さ
せ
た
。
特
に
、
現
地
に
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
放
射
能
汚
染
へ
の
恐
怖
か
ら
、
住
民
の
聞
に
パ

ニ
ッ
ク
ま
で
起
こ
り
か
ね
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
誰
し
も
が
正
確
な
情
報
の
一
刻
も
早
い
入
手
を
望
ん
だ
が
、
当
時
の
ソ
連
は
い
わ
ゆ
る
鉄

の
カ
ー
テ
ン
が
ま
だ
厳
し
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ル

l
ト
か
ら
伝
え
ら
れ
る
事
故
の
状
況
も
隔
靴
掻
淳
の
感
が
強

い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
、
ソ
連
側
と
の
唯
一
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
役
を
果
た
し
た
の
が
米
国
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
石
油
の
会
長
ア
|
マ
ン
ド
・
ハ
マ

l
氏
(
医

師
)
で
、
事
故
後
骨
髄
移
植
手
術
の
た
め
モ
ス
コ
ー
に
駆
け
つ
け
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
ロ
パ
ー
ト
・
ゲ
l
ル
博
士

も
ハ
マ

l
氏
の
世
話
に
よ
る
。
私
自
身
も
事
故
後
二
か
月
余
を
経
た
一
九
八
六
年
七
月
上
旬
、
ハ
マ

1
氏
の
提
唱
で
招
集
さ
れ
た
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
対
策
国
際
専
門
家
会
議
に
招
待
さ
れ
、
広
島
・
長
崎
の
経
験
に
基
づ
く
提
言
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
ソ
連
政
府
は
八
月
下
旬
に
は
事
故
の
全
貌
や
処
置
を

I
A
E
A
(国
際
原
子
力
機
関
)
に
報
告
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

W
H
O

(
世
界
保
健
機
関
)
な
ど
も
含
め
た
国
際
機
関
や
諸
外
国
、
特
に
日
本
と
の
間
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
対
策
に
関
す
る
協
力
を
推
進
、
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
事
故
後
の
経
過
と
軌
を
一
に
し
た
よ
う
に
旧
ソ
連
の
国
家
体
制
が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
(
経
済

改
革
)
や
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
(
情
報
公
開
)
の
進
展
で
大
変
革
を
き
た
す
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
、
社
会
的
混
乱
は
、
事
故
に
よ
る
健
康
影
響
を
心
配
し
て
い
る
周
辺
住
民
に
非
常
な
不
安
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
事



実
の
よ
う
で
、
当
初
は
情
報
不
足
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
デ
マ
が
横
行
し
、
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
の
進
行
と
と
も
に
、
今
度
は
情
報
過
多
の
現
象
が

現
れ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
要
す
る
に
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
が
過
小
か
ら
過
大
に
い
た
る
両
極
端
の
間

で
、
各
自
の
評
価
や
推
測
を
ば
ら
ば
ら
に
住
民
に
伝
え
た
た
め
で
、
住
民
の
聞
に
大
き
な
戸
惑
い
が
生
じ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
マ
ス
コ
ミ
や
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
称
す
る
人
達
の
報
告
な
ど
を
通
じ
て
わ
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
、
真
偽
が
確
か
め
ら
れ

な
い
ま
ま
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
真
相
と
し
て
国
民
の
聞
に
定
着
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
上
は
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
外
側
に
い
た
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
状
況
で
あ
る
。
事

故
当
時
、
ソ
連
政
府
の
中
枢
に
あ
っ
て
事
故
処
理
の
医
学
面
を
直
接
指
揮
し
た
の
が
、
ソ
連
医
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
副
総
裁
を
務
め
る
レ
オ

ニ
l
ド
・
イ
リ
l
ン
生
物
物
理
学
研
究
所
長
で
あ
っ
た
。
イ
リ
l
ン
所
長
と
は
、
私
が
ソ
連
政
府
の
招
聴
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
調
査
に
訪
れ

た
一
九
八
八
年
秋
に
モ
ス
コ

l
で
面
談
し
た
の
が
初
対
面
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
後
の
政
治
的
、
社
会
的
な
環
境
の
変
化
に
も
拘
ら
ず

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
問
題
の
指
導
者
と
し
て
の
立
場
は
変
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
彼
は
今
で
も
研
究
者
と
し
て
の
信
頼
と
尊
敬
を
内
外
か

ら
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
も
、
彼
と
は
か
な
り
頻
繁
に
学
友
と
し
て
の
交
流
を
続
け
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
彼
が
著
し
た
本
書
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
一
虚
偽
と
真
実
」
が

N
A
S
H
I
M
(長
崎
・
ヒ
パ
ク
シ
ャ
医
療
国
際
協
力
会
)
に
よ
っ
て

邦
訳
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
の
カ

ー
テ
ン
の
外
側
か
ら
し
か
窺
い
得
な
か
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

の
状
況
が
、
そ
の
内
部
か
ら
、
し
か
も
事
故
の
指
導
責
任
者
で
あ
っ
た
本
人
の
筆
で
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
個
人
に
と
っ
て

興
味
深
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
読
者
に
と
っ
て
も
真
相
を
知
る
と
い
う
点
で
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
回
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
原
因
は
、
旧
ソ
連
が
独
自
に
開
発
し
た
特
有
の
炉
型
(
黒
鉛
減
速
軽
水
冷
却
沸
騰
水
型
)
に
人
為
ミ
ス

が
加
わ
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ソ
連
が
一
九
五
四
年
世
界
に
先
駆
け
て
商
業
用
原
子
炉
を
運
転
し
た
国
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

る
ま
い
。
つ
ま
り
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
十
字
架
を
背
負
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
放
射
線
防
護
の
面
で
も
か
な
り
以
前
か
ら

多
く
の
優
れ
た
研
究
が
(
極
秘
裡
な
が
ら
)
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
本
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
第
一
部
で
述
べ
ら
れ
て
い
る



ウ
ラ
ル
の
事
故
の
詳
細
も
研
究
者
の
関
心
を
引
く
記
述
で
あ
る
。

本
書
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
七
年
目
く
ら
い
ま
で
の
状
況
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
点
で
は
事
故
の
全
貌
は
ま
だ

明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
事
実
で
は
な
い
虚
偽
の
横
行
を
許
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
、
こ
の
点
を
本
書

は
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
私
事
に
関
連
し
て
恐
縮
だ
が
、
本
書
で
著
者
イ
リ
l
ン
博
士
が
最
も
頻
繁
に
引
用
し
て
い
る
名
前
は
、

ソ
連
の
放
射
線
生
物
学
の
指
導
者
で
遺
伝
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
エ
フ
・
レ
ソ
ア
ス
キ
ー
博
士
(
一
九

O
Ol
一
九
八
乙

で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
医
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
放
射
線
医
学
研
究
所
は
彼
の
生
誕
九

O
年
を
記
念
し
て
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
エ
フ
・
メ
ダ
ル
を
創
設
、

放
射
線
影
響
等
の
生
命
科
学
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
科
学
者
に
贈
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
九
四
年
八
月
に
私
は
こ
れ
を
受
領
し
た
が
、
こ
の

メ
ダ
ル
の
裏
面
に
は
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
エ
フ
博
士
の
言
葉

μ

生
命
科
学
で
重
要
な
こ
と
は
、
本
質
的
な
も
の
を
非
本
質
的
な
も
の
か
ら
区
別
す

る
こ
と
で
あ
る
μ

が
刻
ま
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
本
書
の
邦
訳
と
出
版
を
快
諾
さ
れ
た
著
者
レ
オ
ニ

l
ド
・
イ
リ

1
ン
博
士
と
こ
の
困
難
な
作
業
を
見
事
に
完
成
さ
れ
た

N
A
S
H
I
M
の
関
係
者
各
位
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
て
、
私
の
巻
頭
言
と
し
た
い
。

一
九
九
八
年
三
月

財
団
法
人
放
射
線
影
響
研
究
所

名
誉
顧
問

重

松

逸

造
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ブ
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リ
事
故
直
前
の
ソ
ビ
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ト
に
お
け
る
放
射
線
医
学
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学

的
レ
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と
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の
状
況

第
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章
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章
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第
二
部

第
一
章

研
究
チ

1
ム
、
科
学
者
、
そ
し
て
そ
の
創
造
的
な
結
び
つ
き
・
:

放
射
能
に
対
す
る
市
民
防
護
の
た
め
の
科
学
的
研
究
一
真
に
達
成
さ
れ
た
も
の
と
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わ
れ
た
機
会
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放
射
性
疾
患
治
療
の
経
験
(
ウ
ラ
ル
山
脈
で
の
事
故
に
お
い
て
)
:
・
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i
-
-
-
j
i
-
-
:
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:
:
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
日
々

四
月
二
十
六
日
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
医
師
た
ち
。
四
月
二
十
七
日
、
事
故
の
最
初
の
犠
牲
者
が

生
物
物
理
学
研
究
所
病
院
に
到
着
す
る
。
四
月
二
十
六
日

i
二
十
九
日
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所

で
伺
が
起
こ
っ
た
の
か
、
ま
た
同
時
に
こ
の
事
故
の
規
模
の
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
叩



第
二
章

四
月
二
十
九
日
、
キ
エ
フ
に
て
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
保
健
省
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
に
つ
い
て

の
情
報
を
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
四
月
三
十
日
、
大
災
害
の
中
心
地
。
新
た
な
悲
劇
が
起
き
る

可能性があった。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩

第
三
章

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
て
。
リ
ジ
ュ
コ
フ
は
事
故
の
規
模
を
掌
握
し
、

三

0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ゾ

l
ン
か
ら
住
民
を
避
難
退
去
さ
せ
る
指
示
を
出
し
た
。
五
月
六
日
、
首
相
と
の
電
話
。
五
月

七
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
運
命
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
の
展
開
。

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
山

三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ゾ

l
ン
以
遠
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
避
難
基
準
と
し
て
の
放
射
能
レ
ベ
ル
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
モ
ス
ク
ワ
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
。
最
終
的

五
月
二
日
、

第
四
章

な
決
定
。
:

第

五

章

放

射

性

ヨ

l
ド
か
ら
の
住
民
の
防
護
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
科
学
者
の
理
想
と
現
実
。
ミ
カ
エ

ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
へ
の
接
近
。
ア

l
マ
ン
ド
・
ハ
マ

l
の
協
力
を
受
け
た
緊
急
医
療
の
た
め
資
金

援
助
の
提
案
と
、
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
に
よ
る
拒
絶
0

・

第
六
章
急
性
放
射
線
障
害
発
生
率
に
つ
い
て
の
矛
盾
す
る
証
拠
と
実
際
の
症
例
数
。
モ
ス
ク
ワ
の
「
診
断
」

と
、
そ
の
後

0

・

第
七
章
国
家
と
施
設
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
準
備
が
で
き
て
い
た
か
?
災
害
直
後
の
余
波
の
中

に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
事
故
十
八
日
後
に
テ
レ
ビ
に
出
演

す
る
。
シ
ェ
ル
ビ

l
ナ
の
政
府
委
員
会
一
効
率
的
な
動
き
と
遅
れ
る
決
定
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
秘

密
の
ベ
ー
ル
一
原
因
と
結
果
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
教
訓
。

:
:
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i
-
-
:
:
:
:
-
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i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
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i
-
-
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第
三
部

除
染
作
業
者
達
の
そ
の
後

第
一
章
除
染
作
業
者
の
登
録
簿
を
編
集
す
る
こ
と
の
困
難
。
政
府
に
対
す
る
要
求
。
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ゾ
ー
ン
で
働
い
た
作
業
者
の
実
際
の
人
数
。
----------------------
-
---
-
---
--
---------
--
-
---
-
----------------
--
--

-

m

第
二
章
緊
急
作
業
者
の
被
曝
。
爆
発
時
と
直
後
の
数
カ
月
間
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
現
場
で
の
個
人
の
被
爆

管
理
。
管
理
さ
れ
て
い
る
人
々
と
放
射
線
被
曝
に
関
す
る
デ
l
タ
の
提
供
。
放
射
線
リ
ス
ク
の
高
い

集
団
の
推
定
さ
れ
る
大
き
さ
。
:

第
三
章

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
緊
急
作
業
者
の
死
亡
率
の
相
反
す
る
推
定
値
。
誰
が
正
し
い
の
か
?
:
-
j
i
--
:
:
捌

第
四
章
緊
急
作
業
者
の
有
病
率
。
研
究
の
方
法
。
医
学
的
放
射
線
管
理
登
録
に
基
づ
く
科
学
的
な
予
測
と

結
論

-
---
---
---
-
--
--
----------------
-
---
-
--
--
-
-
--
--
-
--
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---
-
--
--
---
-
--
----
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-
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-
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第
五
章

緊
急
作
業
者
の
社
会
保
障
。
だ
れ
を
除
染
作
業
者
と
み
な
す
か
っ
・

数
万
人
の
偽
除
染
作
業
者

|

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
き
び
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
。
除
染
作
業
者
を
監
視
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら

な
る
改
善
一
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
。
.

第
四
部
放
射
線
汚
染
地
区
の
住
民
の
移
転
方
法
に
お
け
る
科
学
的
推
奨
と
政
治
的

解
決

第
一
章
高
い
放
射
線
で
汚
染
し
た
地
区
で
の
住
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
に
、
伴
っ
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
科
学
主
義
。
イ
オ
ン
化
放
射
に
は
し
き
い
値
が
な
い
と
い
う
仮
説
と
容
認
可
能
な
危
険



第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
部

第
一
章

第
二
章

概
念
。

ソ
連
は
、
後
者
の
禁
止
を
行
っ
た
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
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-
-
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-
-
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-
-
-
-
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-
-
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
-
-
-
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一
九
八
八
年
、
放
射
線
防
護
に
関
す
る
国
家
委
員
会
は
、
放
射
能
汚
染
地
区
に
お
け
る
生
涯
放
射

線
被
曝
限
界
値
を
提
唱
す
る
。
.

普
通
の
政
策
と
放
射
能
汚
染
地
区
の
住
民
の
移
転
の
戦
略
地
図
を
作
る
こ
と
に
関
す
る
非
専
門
家

の
役
割
。
科
学
者
は
、
ミ
カ
エ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
訴
え
る
。
こ
の
自
発
的
に
お
こ
っ
た
も
の
の

結
果
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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m

住
居
の
安
全
に
つ
い
て
の
新
し
く
、
「
よ
り
人
道
的
な
」
基
準
。
政
府
は
、
こ
の
概
念
と
集
団
移
転

を
是
認
す
る
。
移
転
政
策
の
変
質
は
五
年
後
、
そ
の
原
点
に
帰
る
。
無
能
な
決
定
の
結
果
。

:
:
:
j
i
-
-
-
却

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
対
す
る
国
際
的
専
門
家
の
評
価

世
界
保
健
機
関
の
専
門
家
に
よ
る
結
論
。
旧
ソ
連
邦
の
共
和
国
の
反
応
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
:
:
制

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
。

二
O

O
人
の
専
門
家
の
結
論
と
勧
告
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
国
際
的
な
核
の
マ
フ
ィ
ア
の
代
表
者
と
非
難

さ
れ
る
。

.. 



第
六
部
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
、

学
も
ど
き
の
議
論
。
医
学
的
手
段
の
施
行
を
通
じ
て
の
、

民
の
防
護
。

科
学
的
予
想
と
科

放
射
線
か
ら
の
住

第
一
章
放
射
線
に
被
曝
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
で
の
事
故
の
長
期
的
影
響
の
評
価
に
対
す
る
、
現

在
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。
.

第
二
章

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
放
射
線
の
影
響
に
対
す
る
他
の
解
釈
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
日
本
人
専
門
家
の

コ
メ
ン
ト
と
、
ロ
シ
ア
人
科
学
者
に
よ
る
未
出
版
の
反
論
0

・:
:
:
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i
-
-
-
j
i
-
-
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i
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-
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放
射
線
の
防
護
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
方
法
。
医
学
的
要
求
と
商
業
的
興
味
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
制

第
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か
え
て

461 

監

修

後

記

464 




